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　平成26年度の壬生町一般会計予算は、11,600,000千円で、前年度と比較すると２．４％の増
額となっております。厳しい財政状況の中ではありますが、前年度を上回る予算額を確保でき
たこととなります。
　主な要因といたしましては、国の消費税引き上げの影響緩和のための臨時的給付措置（臨時
福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金）、六美北部土地区画整理事業、聖地公園整備事業及
び中央公民館の改修工事（舞台機構設備改修工事、エレベーター設置工事）などに対応したこ
とによります。　
　歳入では、町税及び地方消費税交付金の増額を見込んでおります。町税は、個人住民税にお
いて、給与所得者数が増加傾向にある事や景気回復の兆しがみられるため増額を計上。また、
地方消費税交付金では、地方消費税の引き上げに伴い50,000千円増の400,000千円を見込んで
おります。地方交付税については、基準財政需要額に算入されていた清掃センター建設事業債
の償還が完了した事等により減収を見込ました。臨時財政対策債については、町債残高が増加
傾向にある事も考慮し、昨年比７千万円減（５億７千万⇒５億）にて借入額を抑制。不足する
財源については、財政調整基金等の取崩しで対応しております。

　以下、款別の予算額や主な重点事業及び新規施策等については、次頁にてご紹介させていた
だきます。

一般会計の概要説明

11 ,600 ,000千円11,600 ,000千円11,600 ,000千円

平成26年度壬生町一般会計当初予算平成26年度壬生町一般会計当初予算

みぶハイウェーパークで行われた「みぶの日」フェア

壬生町長の小菅一弥です。平成
26年度当初予算を発表させて
いただきます。平成26年度当初
予算は、将来を見据え、町民ニ
ーズに的確に取り組んでいく
内容となっております。

に染めていきます『みぶ』に染めていきます『みぶ』

予算
規模

～さらなる進化をめざして～いーいろ
い いー ろ



歳出合計

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

町 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
町 債

国民健康保険特別会計

公共下水道事業特別会計

奨 学 資 金 特 別 会 計

介護保険事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

4,639,987
140,000
9,000
4,000
2,000

400,000
33,000
20,000
20,000

1,940,000
6,000

208,402
368,278
1,305,532
806,070
39,970

4
242,696
300,000
337,561
777,500

11,600,000

40.0 
1.2 
0.1 
0.0 
0.0 
3.4 
0.3 
0.2 
0.2 
16.7 
0.1 
1.8 
3.2 
11.3 
6.9 
0.3 
0.0 
2.1 
2.6 
2.9 
6.7 

100.0 

103.5
93.3
90.0
100.0
100.0
114.3
100.0
40.0
100.0
96.0
100.0
114.3
109.1
133.1
103.7
193.4
100.0
83.0
100.0
84.1
85.4
102.4

158,658
△ 10,001
△ 1,000

0
0

50,000
0

△ 30,000
0

△ 80,000
0

26,012
30,613
324,353
28,520
19,299

0
△ 49,661

0
△ 63,893
△ 132,900
270,000

本　年　度

構成比（%）予算額
款

一般会計 款別集計表一般会計 款別集計表一般会計 款別集計表

対前年
度比（％）

対前年度
増減

（単位：千円）（単位：千円） 歳　出歳　入

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

139,428

1,188,726

4,255,834

914,311

83

454,041

464,293

1,607,478

546,877

1,250,738

11,502

746,686

3

20,000

11,600,000

1.2 

10.2 

36.7 

7.9 

0.0 

3.9 

4.0 

13.9 

4.7 

10.8 

0.1 

6.4 

0.0 

0.2 

100.0 

99.2

95.6

107.3

96.1

97.6

102.0

92.4

121.0

69.5

113.6

100.0

89.4

100.0

100.0

102.4

△ 1,130

△ 54,085

290,310

△ 36,741

△ 2

8,701

△ 38,038

279,514

△ 240,128

150,072

0

△ 88,473

0

0

270,000

本　年　度

構成比（%）予算額
款 対前年

度比（％）
対前年度
増減

予　　算　　額 水道事業会計

【企業会計】【特別会計】

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出

資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

6億2,787万6千円
5億1,837万円

3億9,367万4千円
6億9,421万円

111.4%
107.8%

186.2%
130.7%

予　　算　　額 対前年度比対前年度比

47億4,234万円

14億460万6千円

190万1千円

26億552万4千円

7億3,194万2千円

3億3,308万9千円

99.8%

77.2%

111.8%

104.2%

93.9%

101.1%

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、当年度
分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、減債積立金取
り崩し額、建設改良積立金取り崩し額及び当年度分損益勘
定留保資金等で補てんいたします。

＊

歳入合計

【その他 1.2％】
ゴルフ場利用税
交付金 
自動車取得税交
付金 
地方特例交付金 
利子割交付金 
交通安全対策特
別交付金 
配当割交付金 
株式等譲渡所得
割交付金 
寄附金 

116億円 116億円
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合　　　　　計合　　　　　計

会　　計　　名

歳 入 歳 出
町税
40％

地方交付税　 16.7％

【その他 0.3％】
予備費
災害復旧費
労働費
諸支出金

地方譲与税     1.2％
分担金及び負担金 1.8％
繰入金　　　 2.1％
繰越金　　　 2.6％
諸収入　　　 2.9％
使用料及び手数料 3.2％
地方消費税交付金 3.4％

町債　     6.7％

県支出金　6.9％

国庫支出金　 11.3％

民生費民生費
33.933.9％

民生費
36.7％

土木費　　13.9％
教育費　　10.8％総務費　　10.2％

商工費　 　 4.0％
消防費　 　 4.7％

公債費　  6.4％

農林水産業費　3.9％
議会費　 　 1.2％

衛生費  　7.9％

歳 入 歳 出



みんなで進める　持続・発展のまちプロジェクトⅠ 

壬生でよかった　だれもが住みたいまちプロジェクトⅡ 

平成24年度　主要な施策の概要（「戦略プラン」より抜粋）平成26年度　主要な施策の概要（「戦略プラン」より抜粋）

　地方分権の進展や、町民参加型まちづくり、そして行財政改革
の必要性の高まりなどを踏まえ、町民一人ひとりの個性が発揮でき、
みんなが参加する協働の作業によってまちづくりを総合的に支え
ていける環境を創るとともに、健全で安定した行政経営を進めます。

●ホームページ改修等事業【新規】　　　　　 １３,５６５千円
　・ホームページをリニューアル。町からの情報を正確にいち早
　　く発信

●いきいきふれあい応援事業の継続実施（自治会活動支援）
９,０５０千円

　・住民が主役の地域づくりを行う自治会活動支援を継続実施

●町民活動支援事業（ボランティアセンターの開設）
６,７０１千円

　・町民活動の推進拠点となるセンターがオープン

●ゆうがおマラソン開催事業　　　　　　　　　 ６,６００千円
　・マラソン大会実行委員会補助　６,６００千円
　　⇒スポーツ振興くじ助成金の活用（２,０００千円）

●ゆうがおスポーツクラブの支援（総合型地域スポーツクラブ）
２,０００千円

●栃木県郡市町対抗駅伝競走大会出場への支援     １,１００千円
　・壬生町駅伝チームの支援　　　　９００千円
　・小学生駅伝競走大会出場補助金　２００千円

●音楽によるまちづくり推進事業　　　　　　　　　５９６千円
　・みぶ吹奏楽団への助成　　　　　４００千円
　・壬生少年少女合唱団への助成　　１９６千円

●新体育館建設事業　　　　　　　　　　　　　  ９,１１５千円
　・新体育館建設基本計画策定業務委託

　壬生町の安定的な成長の礎は、誰もが住み続けたいと感じても
らえることです。みんなが住んでよかった、そして、住んでみた
いと思える壬生町の実現に向けて、特に生活・サービス分野での
施策を充実させていきます。

●社会福祉協議会、シルバー人材センター等の育成・支援
３０,９８０千円

　・社会福祉協議会育成事業　　　　２３,８８０千円
　・シルバー人材センター運営補助金　７,１００千円

●高齢者保健福祉計画策定事業【新規】　　　　　４,２７２千円
　・高齢者保健福祉計画策定及び介護保険事業計画策定業務委託
　　　　　　　　　　　　　　　　　　３,９９６千円

●高齢者地域見守り支援事業【拡大】　　 　 　１０,０１７千円
　・地域による高齢者見守り体制の構築

●高齢者サロン育成事業【新規】　　　　　　　  １,０００千円
　・居場所づくりや介護予防を目的とした「お達者サロン」
　　に助成

●ねんりんピック栃木2014開催事業【拡大】  　２,８００千円
　・10月に開催される大会に要する経費

●障害者自立支援給付事業　　　　　　　　　５０８,２５２千円
　・日中活動系サービス費、居住系サービス費等

●民間保育園委託事業　　　　　　　　　　　４９０,８０８千円

●保育対策促進事業等補助事業（病児・病後児保育等の継続実施）
９０,９４０千円

　・多様化する保育ニーズに対する特別保育の充実
　　病後児保育、体調不良児保育、休日保育、延長保育等の実施

●放課後児童健全育成事業（７児童クラブ）　　２６,６６０千円

●こんにちは赤ちゃん祝金事業　　　　　　　　　３,０００千円
　・新生児一人につき１０千円を支給

●子ども・子育て支援事業計画策定事業　　　　　２,８９５千円
　・妊娠、出産から育児までの切れ目ない支援を行い、全ての
　　子どもが健やかに成長するための総合的支援計画の策定

●医療費対策事業　　　　　　　　　　　　　１３６,６１３千円
　（こども医療、妊産婦医療、ひとり親家庭医療、重心医療、養
　　育医療、育成医療）

●健康大学開催事業　　　　　　　　　　　　　　　１００千円
　・獨協医科大学との連携により、地域の健康リーダーを養成

●母子健診事業　　　　　　　　　　　　　　　３２,６４４千円
　・育児相談臨床心理士等謝金１６２千円【新規】

●母子予防接種事業　　　　　　　　　　　　　７１,４８９千円
　・子宮頸がん（接種率50％）の医薬材料費・委託料を計上

●学校生活問題対策事業（ハイパーＱ－Ｕ心理検査に拡大）
３３２千円

　・対人関係まで含めた心理検査を行い、学校生活における諸問
　　題に対する予防や早期発見に活用

●小・中学校学力向上支援の継続実施　　　　　７２,８６１千円
　・学力向上等のための講師を継続配置
　　学力向上支援員、フルタイムティーチャー、教員助手等

●スクールランチサポート事業の継続実施　　　１７,３３６千円
　・学校給食費の助成　児童生徒一人につき月額５００円を助成

●中学生海外派遣の継続実施　　　　　　         ９,４９８千円
　・第１７回中学生海外派遣事業補助金（中学生２０名派遣）

●中学生地域活動参画推進事業の継続実施                １８０千円
　・中学生が地域へのボランティア活動に参画しやすい環境を整備

●中央公民館改修等工事　　　　　　　　　１１５,３３５千円
　・エレベーター設置工事　３８,１８０千円

●まちかど文庫管理運営事業【新規】　　　　　　　１１２千円
　・南犬飼地区公民館分館にて、まちかど文庫コーナーをオープン
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快適生活　基盤整備がすすむまちプロジェクトⅢ  
　町民の日常の暮らしの中で、その生活基盤の整備充実は必要不
可欠な要素です。また、緑豊かで自然と共生した都市づくりを進
めていくことで、壬生町の魅力は更に向上していきます。そのため、
生活基盤の充実とともに、緑園・環境都市づくりを進めます。

●庁舎改修等工事 　　　　　　　　　　　　　 ２１,０６０千円 
　・役場庁舎太陽光発電システム設置工事【新規】
　　防災対策・再生可能エネルギー活用の推進 １９,９１５千円

●デマンドタクシー“みぶまる”運営事業の充実  ９,５９７千円
　・デマンドタクシー“みぶまる”運行業務委託料 ５,２７１千円

●町管理防犯灯の新設（ＬＥＤ対応の推進）　　　　２３０千円

●防犯灯等管理ＧＩＳ構築事業　　　　　　　　１１,３４５千円
　・防犯灯・カーブミラーの台帳データをデジタル化

●安全安心指導員の配置　　　　　　　　　　　　２,２１２千円

●消費生活センターの充実　　　　　　　　　　２,５６３千円
　・消費者行政活性化事業費県補助金を活用しセンターを充実

●住宅用太陽光発電システム設置補助事業　　　１６,０００千円
　・８０千円×２００基補助単価見直しの上事業の継続

●明るく安全な里山林整備事業の推進　　　　　　１,０５４千円
　・里山林維持管理事業補助金　８８４千円

●町道保全事業【新規】　　　　　　　　　　　２９,６００千円
　・国庫補助金を導入し、ひび割れ率等が高い幹線道路の老朽化
　　対策を実施

●六美地区雨水排水対策事業の整備推進　　　１７１,０００千円

●幹線道路の整備推進　　　　　　　　　　１８５,０００千円
　・幹線道路の整備により安全で円滑な交通の確保
　　　二級町道５３号　　５２,０００千円
　　　　⇒壬生高校周辺の道路及び歩道の整備
　　　町道２－１６６号　８０,０００千円
　　　　⇒獨協医科大学北側の道路及び歩道の整備
　　　町道２－２７９号　５３,０００千円
　　　　⇒バンダイミュージアム周辺の道路整備
　　　（おもちゃ団地進出５０周年関連）

●生活道路等の整備推進　　　　　　　　　　　８４,７０１千円
　・道路改良：町道2－278号線（おもちゃのまち）等

●木造住宅耐震改修の促進　　　　　　　　　　　２,１０８千円

●新たなまちづくり推進事業　　　　　　　　　　８,６８９千円
　・まちづくり全体基礎調査業務委託【新規】 ２,９７０千円
　・今井地区土地区画整理事業基本計画作成業務委託【新規】
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５,６７０千円

●六美北部土地区画整理事業【新規】 　　　 　 ７９,７０１千円
　・六美北部土地区画整理事業調査等業務委託
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７９,６２９千円

●花のまちづくり事業の推進　　　　　　　　　　１,９８６千円
　・花のまちづくりボランティア養成講座の開催

●消防団新基準作業服購入事業【新規】　　　　　７,０８３千円
　・難燃素材でできた作業服へ更新し、団員の安全確保

●災害対策事業　　　　　　　　　　　　　　　　８,５４４千円
　・避難所用照明機材の整備  　　　　　　７,３４４千円【新規】
　・自主防災組織の設立、運営支援 　　　　１,２００千円

　壬生町の個性的で総合的な魅力づくりに向けて、様々な地域ブ
ランドを創出するとともに、広く発信できる環境づくりを進めます。

●地産地消推進事業の実施（学校給食に地域産食材の活用促進）
１,６７０千円

　・学校給食等地産地消食材推進事業補助金 １,５００千円

●地域特産物推進事業の拡大　　　　　　　　　２,７４１千円
　（苺・トマト・ニラ・干瓢・みぶ菜等）
　・みぶ菜推進関係経費　　　　　　　　１,４５０千円【拡大】

●ブランド推進事業　　　　　　　　　　　　　　４,９００千円
　・みぶブランド推進協議会補助金
　　第１回目は「おもちゃ」をテーマにした産品にてブランド認定

●みぶハイウェーパークの維持管理　　　　　　４０,５５３千円

●歴史民俗資料館企画展の開催　　　　　　　　　３,０８７千円
　・『幕末動乱―開国から攘夷へ―』『DYEING ELEGANCE』開催

●史跡壬生古墳群調査整備委員会の開催　　　　　　２６３千円
　・壬生町の地域資源である古墳を活かしたまちづくりの推進

壬生の個性キラリ　ブランド創生・発信のまちプロジェクトⅣ 

　急激な社会経済情勢の変化に対応しながら、活力に満ちた魅力
ある産業や雇用の創出を実現するため、みぶ羽生田産業団地の整備・
誘致推進や農商工の連携などにより、新たな産業環境づくりを進
めます。

●商工業振興補助事業の実施　　　　　　　　２４,１３８千円
　・商品券発行事業補助金　１２,０００千円

●中小企業融資制度事業の実施　　　　　　２５３,９４２千円
　・中小企業融資制度貸付金　２５０,０００千円

●産業振興奨励事業の実施　　　　　　　　　３６,２３０千円
　・みぶ羽生田産業団地進出企業への用地取得奨励金等

●みぶ羽生田産業団地企業誘致の推進　　　　　　　８０６千円

●下稲葉地区圃場整備推進事業【新規】　 　　 ２６,８４１千円

まちを支える　新たな産業創造のまちプロジェクトⅤ 

5
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『みぶまる』を利用したことがありますか？
①利用した ②利用したことがない選択肢

～デマンドタクシー『みぶまる』に関するアンケート調査結果～
　デマンドタクシー『みぶまる』は、平成25年1月から試験運行がスタートし、１年が経過いた
しました。今後、さらに『みぶまる』が町民のみなさまに愛され、生活に合った公共交通に改善
が図れるように、利用登録者約3,500人の中から500人（回収307、回収率61.4%）を対象にアン
ケート調査を実施いたしました。
　アンケート調査にご協力をいただきまして、ありがとうございました。

54.8%（167人）が「利用した」と回答してお
り、45.2%（138人）が「利用したことがない
」という結果となりました。

利用経験

■利用した　　■利用したことがない

今後も（今後は）、『みぶまる』を利用したいと思いますか？
①はい ②いいえ ③わからない選択肢

　利用経験のある方で、今後も利用したいと
回答された方は、93.1%となり、非常に高い
結果となりました。利用経験が無い方で、今
後は、利用したいと回答された方は、59.0%
となりました。回答者全体では、77.7%の方
が利用意向があるという結果になりました。

■利用する　　■利用しない　　■ わからない

利用経験有

利用経験無

全体

『みぶまる』を利用した経験を踏まえ、次の運行サービスに関する設
問項目及び改善項目の全てについて、当てはまる満足度及び重要度
（1～5）を１つ○で囲んでください？

①満足　②やや満足　③普通　④やや不満　⑤不満　 【全項目12】

【有効回答者 305人】

【有効回答者 296人】

【有効回答167人】

選択肢（満足度）

①重要　②やや重要　③普通　④やや不要　⑤不要 【全項目11】選択肢（重要度）

　満足（重要）を５、やや満足（重要）を4、普通3、やや不満（不要）を2、不満（不要）を1とした場合
の平均値で算出しています。普通の「3」を基準として、「5」に近い数値ほど満足度や重要度（改善が必
要）が高く、「1」に近い数値ほど不満度や不要度（改善が要らない）が高いことをあらわしております。

満足度の高いトップ３

1
2
3

運賃
オペレーターの電話応対
乗車中の安全性

4.37
4.36
4.35

重要度（改善が必要）が高いトップ３

1
2
3

運行日
運行時間
運行本数

3.92
3.71
3.64

『みぶまる』『みぶまる』

54.854.8 45.245.2

93.193.1

5959

77.777.7 5.15.117.217.2

10.410.4 30.630.6

6.36.3
0.6
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具体的な改善内容をお聞かせください。
※要望の多い意見のみ
★回答者の51.3%が土曜日の運行を要望している。
★回答者の45.7%が午後５時便の運行を要望している。
★回答者の91.2%が１時間に２便の運行を要望している。

『みぶまる』を利用しない理由についてお答えください。

◆利用したことが無い回答者の83.3%が移動手段に困っていない。

　利用経験がある方の93.1%が、「今後も利用したい」との回答から、利用者の全体的な満
足度は高いと予想されます。その中でも、「運賃」「オペレーターの電話応対」「乗車中の安
全性」は、満足度が非常に高い結果となりました。今後の課題（意見の多かった要望）と
しては、「休日の運行」「運行時間の延長（午後５時便の運行）」「増便（１時間に２便）
」などがあげられます。
　課題解消に向けては、利用者需要を見極めながら、壬生町地域公共交通会議で話し合い
を行い、本町の生活に合った公共交通となるように尽力してまいります。

　詳細な「デマンドタクシー『みぶまる』に関するアンケート調査結果」については、町ホームペ
ージ、もしくは、町総合政策課でご覧になれます。

町総務部総合政策課企画調整係　　　81－1812問合せ先

『みぶまる』のご利用案内

　８１－１１３１３２
はーい　　　　い い み ぶ

予約受付センターへの電話の掛け間違
いにより、近似番号をご利用の方に大
変ご迷惑をお掛けしております。電話
を掛ける際は、左記番号をお確かめの
上、お間違えの無いようお電話ください。

みぶまる予約受付センター　

　町内でしたら、自宅から好きな目的地まで乗り合わせにより、どこへでも行
くことができます。また、町内の行き先地から自宅へ帰ることも出来ます。
　※利用するためには、登録が必要です。
　運 行 日：毎週月～金曜日　※土・日、祝日は運休です。
　運 行 便：午前の便（8、9、10、11、12時）　午後の便（1、2、3、4時）
　運　　賃：中学生以上300円　小学生100円　未就学児無料
　予約期限：利用予定日の1週間前から1時間前までです。午前8、9時の便は、
　　　　　　前日の午後5時までの予約となります。

デマンドタクシー

総　評

利用者みなさまの声に
耳を傾け、ますます使
いやすい身近な交通『
みぶまる』に成長した
いと思います。

【有効回答者 138人】
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問合せ先　町税務課　収税係　　８１ー１８１６

納税・滞納処分Ｑ＆Ａ

県下一斉の取組

納期内に納付を

差押えを強化

事情がある場合は相談を

市町村税滞納ぼく滅月間２０１４市町村税滞納ぼく滅月間２０１４

　納税の公平と税収の確保を図るため、３～５月を「市町村税ぼく滅月間2014」として、栃木県との協働に
より、県下一斉に徴収の強化に取り組みます。

　町が提供する、福祉や教育をはじめ様々なサービスは、町税が主な財源の一つです。町税の滞納は、町の
財政を圧迫し、町民サービスに支障をきたすことになりかねません。そして何より、納期内に税金をきちん
と納めている大多数の皆さんとの公平性を欠くことになります。また、督促状の送付などの経費に余分な税
金を使うことにもなります。そのため、町では、収入や財産がありながら町税を納付しようとしない滞納者
に対しての滞納処分（差押え等）を強化しています。

　税金を納期限までに納めなかった方には、まず督促状が送付さ
れます。この督促状が発送された日から起算して10日を経過した
日までにその税金を完納しなかったときには、町は滞納者の財産（預
貯金、生命保険、不動産、給料、自動車、動産〈電化製品や美術品、
貴金属等〉）を差し押さえなければならないことが法律で定めら
れています。
　財産調査には、滞納者の自宅などの捜索があります。捜索時に
発見された財産は、差し押さえされます。「捜索」とは、税を徴
収する職員に認められた権限で、裁判所の令状は不要です。
　また、自動車のタイヤロック（写真）を行う場合もあります。タイヤロックとは、差し押さえた自動車を
運行、使用させないための措置（国税徴収法第71条）で運行不能状態にするものです。

　病気や失業、事業の廃止、災害にあったなど、やむを得ない理由で一時的に税金を納期内に納めることが
困難な方は、納期内に町税務課収税係まで連絡してください。生活状況等をお聞きしたうえで、徴収の猶予
などをすることができます。事情により納付が困難な場合は、そのまま放置せず、まずは連絡してください。

こんな話をよく聞きます

Q1　借金があるから税金が払えません
答　法律によって、税金は全ての債務（借金含む）に優先すると定めてあります。個人債務より税金が優先さ
　　れます。（地方税法第14条）
Q2　いきなり差し押さえされた、あんまりではないか
答　税は納期内納付が大原則です。督促状発送日から10日を経過した日までに完納しない時は「差し押さえを
　　しなければならない」と明示してあります。（国税徴収法第47条）
Q3　個人の財産を勝手に調べて差し押さえされた、プライバシーの侵害ではないか
答　税金を滞納すると、国税徴収法・地方税法に基づき財産すべてに対する調査権限が発生します。この権限
　　により調査を受けた金融機関等の関係機関は、協力しなければなりません。また、財産の調査は、個人情
　　報保護法に一切抵触しません。
Q4　差し押さえの前に自宅訪問はしないの？
答　差し押さえ等をするにあたり、自宅訪問して納税を催告する行政サービスは原則として行いません。差し
　　押さえ等が行われるまでには、必ず事前に督促状などの通知が送付されています。
Q5　小額滞納でも差し押さえはするの？
答　金額の大小に関わらず差し押さえ等を行います。「小額の滞納だから差し押さえられないはず…」といっ
　　た考えはお止めください。
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　壬生町では、平成24年度から六美地区の３自治会をモデル地区として、高齢者見守り
ネットワーク事業を開始しました。25年度からは全自治会を対象に見守りネットワーク
の構築を呼びかけています。

高齢者見守りネットワーク事業とは

六美地区の見守り活動
　六美地区では、モデル地区として平成24年１月から見守り活動を開始しました。
　現在は、六美町北部自治会４名、六美町中央自治会４名、六美町南部自治会４名、計12名のチーム員
さんが地域の高齢者の見守り活動を行っています。見守り活動はボランティアですが、六美地区では日
常の見守り活動の他、定期的な意見交換会の開催や見守りネットワーク事業のPR活動等、住みよい地
域づくりに積極的に取り組んでいます。

高齢者見守り高齢者見守り高齢者見守り
壬生町壬生町

ネットワークネットワークネットワーク

Q．なぜ、見守りネットワークが必要なの？
A．近年では、地域における人間関係の希薄化により、高齢者の孤独死などの社会問題が発生しています。
また、少子高齢化に伴い、高齢者の一人暮らしや高齢者のみの世帯など、支援が必要と思われる世
帯が増えています。そんな中、地域で見守りネットワークが構築されることにより、「さりげない
気づかい」や「ちょっとした目配り」が生まれ、高齢者の異変を早期に発見することで、問題が深
刻になる前に解決することができます。また、日常的に見守り活動を行っている地域ほど、災害時
における住民同士の助け合いが円滑に進むといわれています。誰もが地域で安心した生活を送るこ
とができるよう、見守りネットワークを構築しましょう。

Q．壬生町では、実際にどんな活動をしているの？
A．高齢者見守りネットワーク事業では、町健康福祉課・社会福祉協議会・地域包括支援センター・協
力事業所、そして地域の見守りチームのみなさんが協力し合って、高齢者の方を見守っていきます。
現在、壬生町では41の自治会が高齢者見守りネットワーク事業に登録し、132名のチーム員さんが
見守り活動を行っています。
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協力事業所

見守り 見守り 連絡

連絡

連携協力

連携協力

連携協力

自治会長
民生委員

消防署
警察署

状況確認
調整・支援

地域見守りチーム員（登録制）

高齢者見守りネットワーク
事業対象者（希望制）

地域包括支援センター
高齢者に関する
相談・支援

壬生町役場健康福祉課
壬生町社会福祉協議会

・新聞配達業者
・郵便事業株式会社
・水道検針事業者
・エルピーガス事業者

自治会で地域見守りチームを結成し、声かけや挨拶、訪
問等を通して、見守りを希望された高齢者の方を、日常
生活の中でさりげなく見守ります。
見守りチーム員は自治会長から推薦していただき、町長
が委嘱いたします。

・ひとり暮らし高齢者の方
・高齢者のみの世帯の方

こんな異変に気づいたらご連絡くださいこんな異変に気づいたらご連絡ください
●数日間、新聞受けや郵便受けに新聞や郵便物がたまったままになっている。
●宅配物の不在票が何枚もドアに挟んである。
●何日も洗濯物が干しっぱなしになっている。
●いつも開く雨戸が閉まったままで、夜になっても電気がつかない。
●日常と明らかに様子が違う状態が見受けられる。
●このお年寄り徘徊しているのかな？
●家に怪しい人が出入りしているみたいだ。　など

☆ご連絡をいただくと、地域包括支援センターや町健康福祉課、社会福祉協議会が必要なサービスを利用
　できるように、高齢者を支援します。

問合せ先 町民生部健康福祉課高齢福祉係　　８１－１８３０

壬生町の見守りネットワーク壬生町の見守りネットワーク
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蘭学のまち“みぶ”第4回チャリティー交流会!!
～文化活動を通してみぶまちから福祉の輪を広げよう～
日　時：

会　場：

５月24日（土）・25日（日）
午前9時から午後3時
壬生中央公民館

主　催：壬生町文化協会
共　催：壬生町　壬生町教育委員会

入場無料

写真・美術（絵画、版画など）・書道・盆栽・華道・
ふくべ細工・着物リフォーム・編物など

力作ぞろいです!!

◆イベント（24日）

民謡・民舞・邦楽・社交ダンス・フラダンス・歌謡・
コーラス・吟詠・剣詩舞・日舞・合唱・円仁太鼓・オカリナ
干瓢音頭・吹奏楽・ダンスほか

歌・踊り・演奏など見どころたくさん!!

◆模擬店・バザー
◆城内自治会（神輿・屋台）
◆ガールスカウト
◆囲碁対局（２４日）

☆屋外ステージ（２４日）
☆防災コーナー（２５日） 
◆消防団◆起震車◆煙道体験◆救急救命講習など

☆子どもイベント（２５日）
◆モノ作り◆ゆうがおスポーツクラブ
◆自然体験活動

◆お茶席など

後　援：壬生町商工会　壬生町社会福祉協議会　壬生町幼稚園連合会　壬生ロータリークラブ　壬生ライオンズクラブ
　　　　壬生町自治会連合会　壬生町女性団体連絡協議会　壬生町PTA連合会　壬生町子ども会育成会連絡協議会
　　　　睦地区コミュニティ推進協議会　安塚地区コミュニティ推進協議会　壬生町金融団　壬生町地域活性化21
　　　　NHK宇都宮放送局　下野新聞社　栃木よみうり　とちぎテレビ　栃木ケーブルテレビ　ほか

■問合せ先　　壬生中央公民館　電話（82）０１０８

◆作品展

☆出演団体：メリーランド、町立保育園、壬生小・南犬飼中・
　　　　　　壬生高、壬生少年少女合唱団、町民の歌広報大使、かんぴょう大使
　　　　　　睦地区・安塚地区コミュニティ、みぶ吹奏楽団、文化協会　他

◆カラオケ発表会（25日）

☆出展団体：壬生小、藤井小、羽生田小、壬生東小、壬生北小、安塚小
　　　　　　稲葉小、睦小、壬生中、南犬飼中、壬生高校、
　　　　　　公民館利用団体、睦コミュニティ（遊学塾）、文化協会



壬生町消防団協力事業所
表示証交付式が行われました。

いきいき壬雷クラブ演芸大会・作品展示会

壬生町消防団協力事業所
表示証交付式が行われました。

いきいき壬雷クラブ演芸大会・作品展示会

　２月19日に役場にて第２回壬生町消防団協力事業所表
示証交付式が行われました。
　消防団協力事業所とは、事業主及び従業員として消防
団員が２人以上入団している、消防団員として勤続年数
10年以上である者が、５年以上にわたり事業主または従
業員として仕事に従事している等、消防団員が消防団活
動をするにあたり積極的に協力し、地域防災力充実強化
に貢献していると認定された事業所のことです。
　交付式では町長から認定証、壬生町消防団団長から表
示証が各事業所代表者一人一人に手渡されました。
　壬生町消防団協力事業所に認定された事業所は次のと
おりです。

　２月20日、高齢者が演芸を通じて会員相互の親睦と生きがいを高めることを目的に、第36回いきいき壬
雷クラブ演芸大会及び第２８回作品展示会が開催されました。
　会場の壬生中央公民館では、大ホールが
演芸大会の会場となり、62の個人及びグル
ープが、歌や日本舞踊などを披露し、大き
な拍手を浴びていました。中ホールでは、
作品展示会が行われ、写真や絵画、編み物
など70点の力作が展示されました。
　また午後の部終了後には日用品などが当
たる抽選会が行われ、会員は楽しい一日を
過ごしました。

壬生町消防団協力事業所
表示証交付式が行われました。

いきいき壬雷クラブ演芸大会・作品展示会

壬生町消防団協力事業所
表示証交付式が行われました。

いきいき壬雷クラブ演芸大会・作品展示会

13

○株式会社　アーレスティ栃木

○株式会社　足利銀行

○日産自動車株式会社　栃木工場

○富士重工業株式会社　宇都宮製作所

○鈴木造園（鈴木宏幸）

壬生町大字壬生乙4060番地

栃木県宇都宮市桜4丁目1番25号

栃木県河内郡上三川町上蒲生2500番地

栃木県宇都宮市陽南1丁目１番１１号

壬生町大字下稲葉４１６番地

消防団協力事業所

※いきいき壬雷クラブの加入単位老人クラブには、
　概ね60歳以上の方であればどなたでも入会できます。
　是非お友達を誘ってご入会ください。詳しくは、
　町社会福祉協議会事務局（℡82-7899）まで。
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第28回町民剣道大会

第27回壬生町バスケットボール大会みぶバスケットボールフェスタ開催！

小学１・２年生の部

優　勝　田上　一歩（おもちゃのまち剣道教室）

準優勝　山中　楓大（壬生町少年剣道教室）

第３位　高城　嵩生（おもちゃのまち剣道教室）

第３位　出井　楽育（壬生町少年剣道教室）

小学３・４年生の部

優　勝　井上みりり（おもちゃのまち剣道教室）

準優勝　田上　瞬平（おもちゃのまち剣道教室）

第３位　鷹箸　裕大（おもちゃのまち剣道教室）

第３位　佐藤　秀太（おもちゃのまち剣道教室）

小学５・６年生の部

優　勝　松尾　拓海（おもちゃのまち剣道教室）

準優勝　井相田歩夢（おもちゃのまち剣道教室）

第３位　磯　　知希（おもちゃのまち剣道教室）

第３位　栃木　莉穂（おもちゃのまち剣道教室）

 た  がみ      いっ ぽ

やまなか     ふう  た

たか ぎ         しゅう

いで い         ら  い

いのうえ

 た  がみ    しゅんぺい

たかのはし　 ゆう と

 さ とう      しゅうた

まつ お　　 たく み

 い　そ　だ   あゆ む

いそ            とも き

とち ぎ         り  ほ

中学生男子の部

優　勝　安齊　真　（壬生中学校）

準優勝　田中　聖将（壬生中学校）

第３位　佐藤　太一（おもちゃのまち剣道教室）

第３位　篠原　僚太（南犬飼中学校）

あんざい        し おん

  た なか        せ  な

  さ とう        た いち

しのはら      りょうた

中学生女子の部

優　勝　後藤　千晶（南犬飼中学校）

準優勝　池田　葵（おもちゃのまち剣道教室）

第３位　曲山　陽花（おもちゃのまち剣道教室）

第３位　内山　未来（壬生中学校）

  ご とう       ち あき

いけ だ       あおい

まがりやま     はる か

うちやま        み  く

２月23日：町総合運動場武道館　68名参加
成　績

各部門優勝者のみなさん　（後列左から安齊さん、後藤さん
　　　　　　　　　　　　　前列左から田上さん、井上さん、松尾さん）

　３月９日壬生町総合運動場体育館において、壬生町
体育協会バスケットボール部（大塚正春部長）主催
（町体育協会・町教育委員会後援）による「2014みぶ
バスケットボールフェスタ」が、多くの参加者を得て
開催されました。
　今回は第３回目となり、小・中学生や高校生、一般
社会人が、感動のゲームを展開し、楽しく爽やかな汗
を流していました。また、観戦者たちも多いに盛り上
がった一日でした。
　アトラクションでは、リンク栃木ブレックスマスコ
ットキャラクターの「ブレッキー」も参加し、子ども
たちもフリースローゲームを楽しみながら競い合って
いました。

おおつかまさはる



特別敬老金　長内たけさん100歳おめでとうございます。

　３月７日、壬生町交通安全母
の会（大垣光枝会長代行）から、
町教育委員会に「愛の鈴」が贈
呈されました。
　この「愛の鈴」は、毎年新小
学校１年生の交通安全を願い、
会員の皆さんが一つひとつ手作
りしたもので、町内各小学校に
配布されました。

壬生町交通安全母の会　新小学１年生へ「愛の鈴」を贈呈！

　３月１８日、壬生町交通安全協会女性部（高山祐子部会長）
から、町教育委員会に鉛筆の贈呈があり、その後役員が各
学校を訪問し寄贈しました。
　鉛筆には「しっかり確認　飛び出しちゃ　ダメよ」とい
う交通標語が添えられおり、新小学１年生へ配られました。

交通安全協会女性部から
新小学１年生へ鉛筆を贈呈！

おさない

おさ ない

　長内たけさんが100歳の誕生日を３月７日に迎えられた
ため、町長がご自宅を訪問して敬老金を手渡しし、長寿を
お祝いしました。
　町長が訪問するとおだやかな様子で出迎えてくださり、
花束を手渡すとうれしそうな笑顔で受け取っていらっしゃ
いました。これからもますます元気で長生きをしていただ
きたいと思っています。
　壬生町では、10年以上本町に暮らし、100歳を迎えら
れた方に、特別敬老金を贈り長寿を祝っております。平成
4年4月から実施している事業です。

おおがきみつ え

15

たか やま まさ  こ
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大雪の中、親子で“手づくり味噌”づくり

　黒川にサケを呼びもどす会（ＮＰＯ夢くらぶむつみ　
代表：荒川富夫）は２月19日と22日の二日間、今年で７
回目となるサケの稚魚約1500匹の放流を行いました。こ
の事業は、町内の３保育所と壬生児童館、六美南部育成
会との共同で、しののめ親水公園川原にて行われました。
　放流されたサケの稚魚は５月まで河口を目指して下り、
太平洋のアリューシャン列島、アラスカ、北アメリカ沿
岸を回遊し、４年後に生まれた川に戻ってきます。子ど
も達は放流する時“元気で大きくなって戻って来て”と
声をかけていました。

黒川で第７回目のサケの稚魚の放流

　２月22日、中泉地内天神沼周辺にある東武鉄道（株）
所有地の森林（森の名称「とうぶの森  とちぎ中央」）
で、整備着手記念セレモニーと森林保全活動が実施
されました。
　この活動は、羽生田産業団地周辺の自然環境を保
全する手法として、県の「企業等の森づくり推進事業」
を活用し、里山林を整備していくものです。
　この日は、東武鉄道(株)社員、県・町職員や羽生
田小・壬生北小児童と家族など約130人が参加し、
枝打ちや下草刈り、コースター作成などを行いました。
　今後も、東武鉄道(株)・県・県企業局・町との協
働により、森づくり活動に取り組んでいきます。

「とうぶの森　とちぎ中央」で
森林保全活動を実施

　2014年２月８日（土）六美会館で、今年で６回目となる“親子で
手づくり味噌づくり”が開催されました。（主催：壬生児童館、六
美南部育成会、NPO夢くらぶむつみ）
　当日は生憎の大雪にもかかわらず、２０名が集まり味噌づくりを
実施しました。
作業は、煮豆と麹を親子で良く混ぜ、足で丁寧に踏みつぶします。
そしてその後１０ヶ月間蔵で貯蔵し寝かせて出来上がるのを待ちます。
　作業終了後、昨年子どもたちがつくった味噌で味噌汁をつくって
もらい、子どもたちは何度もお代わりをしていました。こうして自
分達で作った味噌は、材料が判り、手づくりの親近感も加わり格別
のようでした。

■当社安置所利用無料■
■みどり葬祭ファミリークラブのご案内■
入会金・年会費・月々の積立一切なし
※事前相談、御見積をお勧めいたします
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壬
生
町
長
・
壬
生
町
議
会
議
員

壬
生
町
長
・
壬
生
町
議
会
議
員

壬
生
町
長
・
壬
生
町
議
会
議
員

壬
生
町
長
・
壬
生
町
議
会
議
員

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

　合　誠記

坂田　昇一

田村　正敏

市川　義夫

細井　敬一

鈴木　理夫

遠藤　恭子

玉田　秀夫

　井　聰

赤羽根信行

　山　文雄

小貫　曉

中川　芳夫

大島　　夫

河野邉恒雄

小牧　敦子

佐藤　善光

民・現

無・現

無・現

無・現

公・現

無・現

無・新

無・現

無・現

無・現

無・現

共・現

無・現

無・現

無・現

無・現

無・現

（49）

（60）

（46）

（66）

（66）

（63）

（33）

（60）

（56）

（61）

（61）

（65）

（64）

（66）

（73）

（49）

（74）

1,584

1,346

1,236

1,154.214

1,149

1,129

1,091

1,073

898

881

801

751

745.785

685

655

628

505

おちあい　 せい  き

さか た     しょういち

  た むら     まさとし

いちかわ     よし お

ほそ い       よしかず

すず き        みちお

えんどう    きょうこ

たま だ        ひで お

にれ い      さとし

あか ば   ね のぶゆき

たかやま     ふみ お

 お ぬき     さとる

なかがわ     よし お

おおしま     きく お

かわ の   べ  つね お

 こ まき      あつ こ

 さ とう      よしみつ

当 小菅　一弥 無・現 農　業（52）

町長選挙結果

町議会議員選挙開票結果

投票所別投票結果

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

3,927

4,088

1,005

881

3,866

716

910

503

764

727

532

4,543

657

503

451

433

2,876

1,850

2,943

32,175

1,596

1,628

382

390

1,687

436

551

258

430

315

282

1,837

361

231

212

187

1,158

623

1,260

2,692

16,516

40.64

39.82

38.01

44.27

43.64

60.89

60.55

51.29

56.28

43.33

53.01

40.44

54.95

45.92

47.01

43.19

40.26

33.68

42.81

51.33

投票区 投　票　所 当日の有権者数（人） 町議会議員投票者数
（不在者投票も含む）

投票率（％）

合　　　　計

　
４
月
15
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
壬
生
町
長
選
挙
と
壬
生
町
議
会
議
員
選
挙

が
３
月
18
日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
23
日
（
日
）
に
町
内
19
ヵ
所
の
投
票
所
で
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時

ま
で
投
票
が
実
施
さ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
新
た
に
町
議
会
議
員
16
名
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
壬
生
町
長
選
挙
は
立
候
補
者
の
届
出
が
一
人
で
あ
っ
た
た
め
、
投

票
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

壬
生
町
長
・
壬
生
町
議
会
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た

町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙
結
果

（敬称略）

（敬称略）

壬 生 町 役 場

壬 生 中 央 公 民 館

旭 町 公 民 館

藤 井 中 央 公 民 館

生 涯 学 習 館

原 坪 公 民 館

稲 葉 地 区 公 民 館

七 ツ 石 ふ る さ と 伝 承 館

羽 生 田 集 落 セ ン タ ー

鯉 沼 伝 統 文 化 伝 承 館

北 小 林 公 民 館

南 犬 飼 地 区 公 民 館

上 長 田 公 民 館

上 田 公 民 館

助 谷 研 修 セ ン タ ー

中 泉 公 民 館

おもちゃ団地協同組合厚生会館

獨 協 医 科 大 学 実 習 棟

壬 生 町 児 童 館

期 日 前 投 票

会社役員

農 業

副 住 職

農 業

縫 製 業

農 業

無 職

会社役員

無 職

建 築 業

農 業

団体職員

農 業

農 業

卸 売 業

無 職

無 職



今
月
の
「
壬
生
論
語
古
義
抄
」
（
一
）

明
日
を
担
う
壬
生
の
子
ど
も
た
ち
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こ
の
た
び
、
壬
生
藩
校
学
習
館
の
開
学
3
0
0
周
年
を
記
念
し
て
、
新
し
い
論
語

の
テ
キ
ス
ト
『
壬
生
論
語
古
義
抄
』
が
完
成
し
ま
し
た
。
壬
生
に
転
任
し
て
き
た
藩

主
鳥
居
忠
英
は
滋
賀
県
の
水
口
の
藩
主
だ
っ
た
と
き
か
ら
、
京
都
の
儒
学
者
伊
藤
仁

斎
を
学
問
の
師
と
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
『
壬
生
論
語
古
義
抄
』
は
、
そ
の
仁
斎
の

著
書
『
論
語
古
義
』
の
読
み
方
や
解
釈
を
取
り
入
れ
た
、
壬
生
独
自
の
素
読
の
テ
キ

ス
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
か
ら
、
『
壬
生
論
語
古
義
抄
』
に
出
て
く
る
章
句
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

【
一
】

　
　
子
の
曰
く
、
学
び
て
時
に
之
を
習
う
、
亦
た
説
ば
し
か
ら
ず
や
。

　
　
朋
有
り
遠
方
よ
り
来
る
、
亦
た
楽
し
か
ら
ず
や
。

　
　
人
知
ら
ず
而
る
を
慍
ら
ず
、
亦
た
君
子
な
ら
ず
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
学
而
第
一
）

　
先
生
が
言
わ
れ
た
。
「
新
し
い
こ
と
を
学
び
、
折
に
触
れ
て
お
さ
ら
い
し
て
身
に

つ
け
る
の
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
だ
。
そ
う
す
る
と
同
じ
志
の
仲
間
が
遠
く
か
ら
も

集
ま
っ
て
く
る
。
大
変
楽
し
い
こ
と
だ
。
他
人
が
自
分
を
わ
か
っ
て
く
れ
な
く
て
も

怒
ら
な
い
。
そ
れ
は
な
ん
と
君
子
ら
し
い
で
は
な
い
か
。
」

〜
希
望
に
満
ち
た
26
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！
〜

　
新
小
学
一
年
生
3
4
3
名
、
新
中
学

一
年
生
3
6
6
名
、
全
小
中
学
校

3,
2
7
1
名
の
「
挑
夢
」
（
夢
に
向

か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
の
始
ま
り
で
す
。

　
壬
生
町
教
育
委
員
会
で
は
、
「
明
日

を
担
う
壬
生
の
子
ど
も
た
ち
の
育
成
」

を
目
標
に
、
《
学
ぶ
力
、
豊
か
な
心
、

健
や
か
な
体
》
の
育
成
に
、
今
年
度
も

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
○
学
力
の
向
上
　
○
不
登
校
の
改

善
　
○
挨
拶
･
返
事
の
励
行
」
の
重
要

課
題
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
キ
ー
ワ
ー

ド
「
生
活
習
慣
力
」
を
、
「
み
ぶ
っ
子

七
か
条
」
に
具
体
的
な
行
動
・
態
度
と

し
て
示
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
み
ぶ
っ
子
七
か
条
」
が
、
子

ど
も
た
ち
の
生
活
の
中
に
「
生
活
習
慣

力
」
と
し
て
し
っ
か
り
と
根
付
く
よ
う
、

学
校
･
家
庭
･
地
域
と
連
携
し
根
気
強

く
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

壬生小学校

藤井小学校

壬生東小学校

睦小学校

稲葉小学校

羽生田小学校

壬生北小学校

安塚小学校

壬生中学校

南犬飼中学校

639

46

 395

376

141

40

125

418

579

512

97

10

61

61

13

6

16

79

194

172

新入生 全在籍数
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ろ
ん
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ょ
う

と
り
い
た
だ
て
る

さ
い

み
な
く
ち

一
　
早
寝
･
早
起
き
･
し
っ
か
り

　
　
朝
ご
飯
を
実
践
し
ま
す
。

一
　
体
力
づ
く
り
（
運
動
・
外
遊
び
）

　
　
に
励
み
ま
す
。

一
　
毎
日
家
庭
学
習
を
し
ま
す
。

一
　
読
書
の
時
間
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
論
語
を
生
活
に
生
か
し
ま
す
。

一
　
人
の
話
を
最
後
ま
で
聴
き
ま
す
。

一
　
ひ
き
ょ
う
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。

み
ぶ
っ
子
七
か
条

　
【
み
ぶ
ま
る
か
ら
一
言
】

　
学
校
の
勉
強
も
、
社
会
に
出
て
か
ら
の
勉

強
も
、
学
び
続
け
る
こ
と
が
大
事
。
そ
し
て
、

自
分
の
成
長
に
気
付
い
て
く
れ
る
友
人
が
い
て
く
れ
た

ら
本
当
に
う
れ
し
い
よ
ね
。

　
人
生
に
は
、
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
も
の
。

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
他
人
や
社
会
の
せ

い
に
し
な
い
で
、
自
分
の
成
長
に
生
か
し
て
い
き
た
い
な
。






